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基幹産業としての自動車業界

3



Copyright© Japan Automobile Manufacturers Association, Inc.Copyright© Japan Automobile Manufacturers Association, Inc.

自動車業界の特徴
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国内・海外市場ともに需要地付近での生産（地産地消）が中心
全生産台数のうち、約8割が海外市場向け（うち2割が国内からの輸出）圧倒的に海外販売比率が高い業種

国内生産(国内)

458万台 (17%)

国内生産(輸出)

442万台 (17%)海外生産台数

1751万台 (66％)

●日本の自動車メーカーにおける海外/国内生産状況

（2023年：四輪車）

国内生産（国内向け） 国内生産（輸出向け） 海外生産

●仕向け別輸出台数と構成（2023年：四輪車）

国内生産台数
900万台

442万台

（出典）日本の自動車工業2024より作成 （出典）日本の自動車工業2024より抜粋

世界生産台数：2651万台
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自動車業界 カーボンニュートラルに向けて
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（出典）日本の自動車工業2024
（出典）自工会ビジョン2035
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電力

自動車業界のサプライチェーンとScope1,2,3
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自動車業界のカーボンニュートラルには、OEMのS1,2だけでなく、多くの関連会社様のご協力が必須
各企業がS1,2を下げれば、下位企業のS3C1は下がり、それが業界カーボンニュートラルへ繋がる

Tier N
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…
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素材（鉄、アルミ、樹脂etc）

OEM 自動車

～

S1,2S3C1 

S3C1 

S3C1 

S3C1 

S3C1 

S1,2＝Scope1,2
S3C1＝Scope3 Category1

出展
経済産業省 CASE等による
産業構造変化を見据えた
国内技術動向調査
を基に加筆

S1,2

S1,2

S1,2

S1,2

＊上流のS1,2全排出量が製品CFP(＝下流のS3C1)に
割り当てられるわけではない点には留意

https://www.meti.go.jp/meti_lib/report/2020FY/000643.pdf
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カーボンニュートラルに向けた基本的な考え方

見える化 低減
CNへの
両輪

CN実現は、全業界・全会社が自社分低減の責任を持ち、協力し合い進めるべきもの
（自動車OEMはTier1会社までしかやりとりできない）

キーワードは”見える化”と”低減”
各社の競争領域に委ねるのではなく、業界の協調領域として取り組んでいる
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CFPの役割
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カーボンニュートラルの実現には、脱炭素・低炭素製品を通じた経済と環境の好循環と
環境負荷低減の取組が適正に評価される仕組みが必要

経済と環境が両立

環境負荷低減の取組が
適正に評価される

カーボンニュートラルの実現

自動車LCA取組の目的

経済 環境

CO2削減

CFP：自社の製品のサプライチェーン上におけるCO2排出量を、LCA観点から算出したもの

出典：経産省 サプライチェーン全体でのカーボンニュートラルに向けたカーボンフットプリントの算定・検証等に関する検討会 （METI/経済産業省）

https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/carbon_footprint/index.html
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自動車CFPガイドライン

国内OEMが連携し、環境対策の取組を適正に評価するための統一CFPガイドラインを2024年に公開
更に国際標準化を通じて、グローバルで運用する公平な評価手法の構築を目指している
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国内標準化

国際標準化

国内法
優遇政策

国内法
規制化

各国法
優遇政策

各国法
規制化

他団体が考える
評価手法

国内 グローバル

取組範囲

2024年JAMA
ガイドライン作成

出典：JAMA 自動車LCA | JAMA - 一般社団法人日本自動車工業会

https://www.jama.or.jp/operation/ecology/LCA/index.html
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製造

自動車CFPガイドライン内容例

CoCやCFFなどの環境価値評価手法を日本から積極的に提案。各国の立場が分かれる中、
自動車業界のカーボンニュートラル実現に向けてリーダーシップを発揮し、国際調和を推進。
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材料取得 輸送 使用
廃棄

リサイクル

◼ 「使う」「戻す」の両方を評価する事で循環社会を促進
 製造後の管理が必要なため、データ集計が複雑
 循環効果の配分率の設定が困難

Circular Footprint Formula(CFF)Chain of Custody(CoC)

電力のみ

材料/製造のみ

JAMAの狙い：国内資源に乏しく、リサイクル法が整っている
日本の取組が適切に評価される

JAMAの狙い：材料/電力係数で不利な日本が、
CNへの遷移を促し、その結果が適切に評価される
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CO2算出ツールの統一化活動

4年がかりで業界統一で利用できるデータ連携システムを構築中（電池単体～自動車全体）
①算出ツール作り と合わせて、②算出作業ができる人づくり も課題

出典
独立行政法人情報処理推進機構
自動車ライフサイクルアセスメントにおけるデータ
連携の仕組みに関するガイドライン | 社会・産
業のデジタル変革 | IPA 独立行政法人 情報
処理推進機構
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ウラノスエコシステム：企業をまたぐデータ連携

https://www.ipa.go.jp/digital/architecture/guidelines/automotive-lca-guideline.html


Copyright© Japan Automobile Manufacturers Association, Inc.Copyright© Japan Automobile Manufacturers Association, Inc.

CO2算出に関わる費用

見える化（算出）にコストがかかる → CN活動展開の足かせ
「低減」にお金が回らないと、1ｇたりともCO2は減らない

13

見える化プロセス各所で数千万単位の費用が必要

⑤認証
④集計
分析

③会社間
データ授受

②計算①データ収集

測定機器
システム化

計算アプリ
原単位データベース

ウラノス 計算アプリ 第三者認証

見える化
低減

?

CNへの
両輪？

１億円/年 数千万円/年
数千万円/年
※今年度議論

数千万円/件
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【素材】
鉄

【素材】
アルミ

【部品製造】
電力

【素材】
樹脂

車両１台の
CO2内訳
※車両生産段階

ホットスポット分析：HEV

15

自動車ライフサイクルCFPにおける、生産段階のホットスポットは”素材”並びに”電力”

CFP削減には素材並びに電力のクリーン化が重要 電力原単位の削減は全てのプロセスに効果

生
産

リサイクル効果

(除くリサイクル効果)
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自動車業界：CNに向けた取り巻く環境
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活動量は各企業の競争領域だが、ホットスポットの影響度合いから優先度は原単位の削減

出展
第1回 GX実現に向けたカーボンフットプリント活用に関する研究会：事務局資料より

CO2

活動量

原単位

各企業の競争領域

CO2＝活動量×原単位

素材/電力
国内の協調領域

✓活動量：各自動車企業の競争領域

✓原単位：各国間の競争、国内の協調領域(自動車業界目線)
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自動車業界：CNに向けた戦略

GX投資を促し原単位を削減するためにも、需要家/投資家による環境価値の適切な評価が必要

素材産業

電力産業

家電 建築 etc 自動車

１F

２F

３F

GX投資を促進する仕
組み構築

素材・電力の
1次データ集計

効果的な削減
アクションの特定

STEP1 STEP2 STEP3

中小サプライヤへの
波及支援

STEP4

OEM/大手企業の
1次データ集計

効果的な削減
アクションの特定/実行

省エネ
軽量化

再エネ
GX材

需要家/投資家による環境価値の適切な評価が必要

✓活動量：OEM/大手企業を中心に削減活動を行う

✓原単位：GX投資を促進する仕組み構築し、素材/電力産業の削減活動を促す

17
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脱炭素投資を促す仕組み
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素材・電力産業の脱炭素投資を促し、経済と環境の好循環を生み出す仕組みを作りたい

＜持続可能な仕組み＞

狙い：金融機関により脱炭素投資が促進される仕組み
素材/電力産業 ：脱炭素投資の好循環
自動車OEM ：GX素材の競争が促される環境

GX推進に向けた政府支援(CEV補助金)

GXを推進するグリーン鉄って何？
| 経済産業省METI Journal ONLINE

脱炭素投資後押しにOEMも賛同し、一歩目を踏み出した
ただし補助金ありきから、持続可能にすること、それが課題

脱炭素投資

鉄鋼

産業

自動車

OEM

政府

自動車

ユーザー
代金

グリーン鉄

補助金

1.5~2.5倍 最大50000円/台

車両

代金

購入計画

win win
自動車

ユーザー
自動車

OEM

政府

代金

GX材
素材/電力

産業 代金

車両

金融機関

脱炭素投資 win win win

政策支援/評価手法

融資 事業計画 購入計画

win

win

https://journal.meti.go.jp/p/39102/
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◼自動車業界のLCA取組
• 考え方 ：CNへの両輪は、”見える化” と ”低減”

• 見える化 ：業界ガイドラインの制定と、国際調和。CO2算出ツールの統一化活動。

• 低減 ：ホットスポット分析を関連業界と共有し、優先項目の抽出と低減手法を議論
経産省実証事業を通じ、サプライチェーンの一次データ集計を推進

◼GXリーグへの意見/提言
• 見える化の課題

➡ 見える化プロセスへの企業コスト負担低減 (特に中小企業)

• 削減の課題

➡ 素材/電力産業の脱炭素投資を促す、政策支援


